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えがお なかよし チャレンジ 
校長 望月 重晴 

 校門の桜の花は、今年もきれいな花を咲かせました。入学式や始

業式を待たずに満開となってしまいましたが、やわらかな春の陽射

しを浴びて、白幡小学校の花々は、入学、進級する子どもたちを祝

うかのように咲き誇っています。お子様の入学、進級、誠におめで

とうございます。今年度は 137名の新入生を迎えました。また、進

級した２～６年生の 648 名、全校児童 785 名でのスタートとなり

ます。 

 昨年度から引き続き校長として務めます望月重晴（もちづきしげ

はる）と申します。昨年度もコロナ禍での教育活動が続きましたが、

体験学習や運動会、スポーツフェスティバルなど、安心安全を第一にしながらも、新しいことにもチャ

レンジして教育活動を進めてまいりました。今年度も子どもたち一人ひとり、みんなの笑顔があふれる

学校になるよう努めてまいります。また、白幡小学校は、たくさんの人たちに支えられて歴史を積み重

ねてきました。今まで築き上げてきたものを大切にして、新たな創意工夫を重ね、次につなげていきた

いと思っています。 

 

 

  

今年度も引き続き、この学校教育目標の実現に向け、すべての教育活動を通して、教職員一同努めて

まいります。子どもたちには、この学校教育目標を達成するために、次の３つを大切にしてほしいと話

をしています。「えがお」「なかよし」「チャレンジ」です。昨年度も機会がある時に話をしてきました。

「えがお」では、多少の困難があったとしても、笑顔で前向きに考えて乗り越えてほしい、「なかよし」

では、たくさんの仲間と仲良く助け合って、力を合わせてできることを増やしてほしい、「チャレンジ」

では、できないかもしれないと思っても、まずは挑戦してみて、少しずつでもできることを増やしてほ

しい、という思いを込めています。また、今年度の６年生が、昨年度末に令和４年度の学校スローガン

「未来島（みらいとう）」を決めました。「未来島」には、あたたかな学校にしたいという子どもたちの

思いが込められています。「えがお」「なかよし」「チャレンジ」ともつながっている前向きなメッセージ

が伝わり、今年度もとても楽しみです。 

学校では、今年度も新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を行いながらの教育活動を行います。今

までどおり、横浜市教育委員会のガイドライン

に則って、子どもたちにとって安全安心に過ご

せる場となるようにするとともに、この状況で

も「できること」「やってみたいこと」を考えな

がら、学びの場を作っていきたいと思います。

今年度も今までと変わらず、ご理解とご協力を

いただけたら幸いです。今後とも、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

 

           

 

未来へ夢を育む学校 

４月号 学校長 望月 重晴  
（題字 学校長） 

学校教育目標「たくましく生き抜いていく子ども」 

心身ともに健康で、豊かな心情をもち、自分の言葉で語る実践力のあるたくましい子を育成します。 

４月１日の校門の桜 


